
市町村議会議員特別セミナー

11:00～ 入寮受付

13:00～ 開講式・オリエンテーション

令和６年度 第２回

当研修所では、毎年度、市区町村議会の議員の皆様を対象に、自治体が直面してい
る重要課題や時局の話題を取り上げる宿泊型特別セミナーを開催しています。

今回は、令和６年１０月３１日から１１月１日までの２日間、最新の情報をもとに
それぞれの分野で活躍されている講師をお招きし、地方自治体の現状・課題・解決策
について幅広く学びます。

多くの議員の皆様のご参加を、お待ち申し上げております。

令和６年１０月３１日（木）・１１月１日（金）＜２日間＞

日程等

日程

場所

10月

31
日

（木）

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
千葉市美浜区浜田1-1（JR幕張本郷駅・海浜幕張駅よりバス10分）

研 修
内 容

13:30～15:00 

多様な人材の地方議会への参画促進

慶應義塾大学法学部政治学科教授 谷口 尚子 氏

15:15～16:45

縮退の時代に生き残るための

新しいまちづくり実践論

株式会社ワークヴィジョンズ代表取締役 西村 浩 氏

講演１

17:30～ 情報・意見交換会（夕食）

11月

1
日

（金）

9:00 ～10:30

ヒト・モノ・カネを繋げるローカルハブ構想

～十勝バスの挑戦～

十勝バス株式会社代表取締役社長 野村 文吾 氏

講演２

講演３

10:45～12:15

ジェンダーギャップの解消

～誰もが住みやすい地域へ～

ジャーナリスト 浜田 敬子 氏

講演４

12:15～12:20 閉講のことば



開 催
要 領

対 象 市区町村議会議員

募集人数 120名（先着順）

宿 泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修） ※外泊はできません。

参加費 10,000円 ※宿泊費及び食費等を含む予定額となります。

申込期限 令和６年８月１日（木）まで

申込方法

◆ 「電子申込」サイトのログインＩＤ・パスワードは、各自治体
へお送りした「令和６年度研修計画」の冊子をご確認ください。

◆ 市町村アカデミーのホームページ画面右端の「✎申込みはこち
ら」から「電子申込」サイトにアクセスし、お申込みください。

◆ 多くの自治体からご参加いただくため、１団体９名以内でお願
いいたします。

必ず議会事務局を通してお申し込みください。

決定通知 申込み受理後、決定通知と併せて必要な資料を送付
いたします（申込期限前に締め切った場合でも、決定通知

の送付は８月１日以降となります。）。

問い合
わせ先

公益財団法人全国市町村研修財団

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

調査研究部 担当：金井・前田

〒261-0025 千葉市美浜区浜田1丁目1番地
📞📞：043-276-3127（調査研究部）URL：https://www.jamp.gr.jp/

講 師 紹 介

【講演１】 谷口 尚子 氏（慶應義塾大学法学部政治学科教授）

専門は政治学。慶應義塾大学大学院博士課程単位取得退学、博士（法学）。ミシガン大学客

員研究員、慶應義塾大学大学院教授等を経て2024年から現職。内閣府地方分権改革有識者

会議議員、総務省地方制度調査会委員、全国都道府県議会議長会デジタル化専門委員会委員、

日本政治学会、日本選挙学会、公共選択学会各理事などでも活躍中。著書に「現代日本の投

票行動」など。

【講演２】 西村 浩 氏（株式会社ワークヴィジョンズ代表取締役）
1967年佐賀市生まれ。東京大学工学部土木工学科卒業、同大学院工学系研究科修士課程修
了後、1999年ワークヴィジョンズ一級建築士事務所（東京都品川区）を設立。土木出身な
がら建築の世界で独立し、現在は、建築・リノベーション・土木分野のデザインに加えて、
全国各地の都市再生戦略の立案にも取り組む。

糸魚川駅北地区で都市景観大賞特別賞、佐賀市呉服元町ストリートマーケットで土地活用モ

デル大賞国土交通大臣賞を受賞するなど、地域の再生事業でも高い評価を得ている。

【講演３】 野村 文吾 氏（十勝バス株式会社代表取締役社長）
小樽商科大学を卒業後、国土計画（現西武ホールディングス）に入社し、企画宣伝に携わる。
1998年、十勝バスを経営していた父・文彦氏の「会社をたたむ」との考えに反対し、再建
のため同社に入社。2003年より現職。４０年間低迷の一途を辿ってきた路線バス事業を増
収へと導く。帯広商工会議所副会頭、十勝地区バス協会常任理事、帯広観光コンベンション
協会副会長、十勝シーニックバイウェイ「トカプチ雄大空間」代表などを務め、まちづくり、
観光分野においても十勝を牽引している。

【講演４】 浜田 敬子 氏（ジャーナリスト）
上智大学を卒業後、朝日新聞社に入社。2014年、AERA初の女性編集長に就任。2017年
３月末で朝日新聞社を退社し、４月にBusiness Insiderの日本版を統括編集長として立ち上
げる。2020年１２月末で退任して、フリーランスのジャーナリストとして活動。2022年
８月に一般社団法人デジタル・ジャーナリスト育成機構を設立。2022年度ソーシャルジャ
ーナリスト賞を受賞。「羽鳥慎一モーニングショー」、「サンデーモーニング」などのコメ
ンテーターとしても活躍中。著書に「働く女子と罪悪感」、「男性中心企業の終焉」など。

https://www.jamp.gr.jp/
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